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あったか忍者鍋を
囲む子どもたち

「広報こうか」のどこかに
忍者たぬきが1人隠れているよ。
隠れた忍者を探して家族や
友達のみんなに自慢しよう。

隠れた忍者を探して！
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甲賀市をもっと好きになるアプリ
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　新春恒例の出初式が１月７日、消防団員をはじめ
多数の関係者のもと晴れやかに行われました。

団員 600 人余りによる分列行進の後、あいこうか市民ホールで
式典が行われ、岩永市長からの激励や感謝状の贈呈、

表彰状の授与が行われ、最後に青木消防団長の訓示がありました。
　式典後には、消防車両等によるパレードに引き続き、

各地域において一斉放水を行い、今年１年間災害のない年となることを祈念しました。

安全・安心なまちづくりに向けて
平成３０年 甲賀市消防出初式
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こ
の
日
は
、
市
内
の
小
学
６
年
生
を
対
象
に

募
集
し
た
「
夏
休
み
こ
ど
も
防
火
せ
ん
り
ゅ
う
」

の
表
彰
式
が
併
せ
て
行
わ
れ
、
応
募
７
４
０
点

の
中
か
ら
優
秀
作
品
に
選
ば
れ
た
３
人
の
児
童

に
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

甲
賀
市
長
賞

火
の
こ
わ
さ�
�

�

い
つ
も
の
心
の
　
真
ん
中
に

伴
谷
東
小
学
校
６
年 

福ふ
く

島し
ま

蒼そ

空ら

さ
ん

甲
賀
市
教
育
長
賞

消
え
た
は
ず�

�
�

消
し
た
つ
も
り
が 

火
事
の
も
と

伴
谷
東
小
学
校
６
年 

宿し
ゅ
く

谷た
に

光ひ

か

る陽
さ
ん

甲
賀
市
消
防
団
長
賞

火
の
そ
ば
に�

�
�

置
い
て
お
こ
う
よ
　
消
す
心

貴
生
川
小
学
校
６
年 

久く

原は
ら

匠た
く

人と

さ
ん

滋賀県消防協会甲賀広域支部 2017 こども防火せんりゅう

▲�防火せんりゅうで表彰を受けた皆さん

消
防
庁
長
官
表
彰�

�

（
15
年
以
上
勤
続
退
職
団
員
）

元
副
団
長

西に
し

田だ

比ひ

左さ

夫お

甲
賀

元
分
団
長

富と
み

田だ　
辰た

つ

也や

水
口

元
分
団
長

西に
し

村む
ら  

和か
ず

也や

土
山

元
分
団
長

川か
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村む
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哲の

り

裕ひ
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甲
賀
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長
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川か
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昌ま
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賀

元
分
団
長

山や
ま

下し
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貢み
つ
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甲
賀

元
分
団
長

奥お
く

村む
ら　
弘ひ

ろ

道み
ち

信
楽

元
副
分
団
長

本ほ
ん

坊ぼ
う　
　

康や
す
し

土
山

元
副
分
団
長

西に
し

田だ　
哲て

つ

之ゆ
き

甲
南

元
副
分
団
長

大お
お

平ひ
ら　
英え

い

次じ

信
楽

元
副
分
団
長

前ま
え

川か
わ　
幸こ

う

市い
ち

信
楽

元
副
分
団
長

中な
か

森も
り　
弘ひ

ろ

之ゆ
き
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楽

元
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分
団
長

澤さ
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昌ま
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都と

信
楽

元
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分
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杉す
ぎ

本も
と　
寛ひ

ろ

明あ
き

信
楽

元
副
分
団
長

片か
た
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寿ひ
さ
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信
楽

元
部
長

小お

倉ぐ
ら　
元も

と

樹き

土
山

元
部
長

奥お
く

田だ　
安や

す

之ゆ
き

信
楽

元
部
長

宇う
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ら

友と
も
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ろ

信
楽

元
部
長

大お
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谷た
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敬の
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信
楽

元
部
長

村む
ら
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か
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ろ
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楽
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長
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楽
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た
か

土
山

元
班
長

清し

水み
ず　
英ひ

で
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賀
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賀
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滋
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上
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職
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人
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表
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功
績
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長

大お
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楽
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績
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滋
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滋
賀
県
知
事
表
彰

　
永
年
勤
続
功
労
章

副
分
団
長

楠く
す

山や
ま　
雅ま

さ

彦ひ
こ

信
楽

滋
賀
県
知
事
表
彰

　
勤
続
功
労
章

分
団
長

伊い

室む
ろ　
雅ま

さ

之ゆ
き

甲
南

分
団
長

藤ふ
じ

本も
と　
博ひ

ろ

之ゆ
き

甲
南

副
分
団
長

髙た
か

畑は
た　
秀し

ゅ
う
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賀
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し
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で

甲
南

副
分
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長

杉す
ぎ

本も
と　
敬け

い

介す
け

信
楽

副
分
団
長

増ま
す

田だ　
晋し

ん

一い
ち

信
楽

副
分
団
長

楠く
す

山や
ま　
雅ま

さ

彦ひ
こ

信
楽

副
分
団
長

髙た
か

畑は
た　
秀し

ゅ
う

司じ

信
楽

滋
賀
県
消
防
協
会
長
表
彰

　
勤
功
章

分
団
長

一い
ち

宮み
や　
宏ひ

ろ

和か
ず

甲
賀

分
団
長

緩ゆ
る

利り　
弘ひ

ろ

継つ
ぐ

甲
賀

副
分
団
長

京き
ょ
う

谷た
に　
陽よ

う

一い
ち

水
口

副
分
団
長

川か
わ

嶋し
ま　
貴た

か

司し

水
口

副
分
団
長

木き

村む
ら　
高た

か

志し

甲
南

副
分
団
長

大お
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西に
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う
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え
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楽
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長
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快よ

し

友と
も
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楽

部

長

大お
お

谷た
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宗そ

う

司じ
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楽

部

長

黄き

瀬せ　
貴た

か

司し

信
楽

部

長

奥お
く

村む
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顕け

ん

真し
ん
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楽

部

長

辻つ
じ
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剛た
け
し
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部

長
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之ゆ
き
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友と
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田た
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倉ぐ
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え
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ろ

和わ

土
山
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員
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田た　
弘ひ

ろ

貴き

土
山
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員

大お
お

家や　
和か

ず

也や

土
山

団

員

辻つ
じ　
　

佳け
い

祐す
け

土
山

団

員

福ふ
く

井い　
　

洋ひ
ろ
し

甲
南

団

員

岸き
し

本も
と　
政ま

さ

義よ
し

甲
南

班

長

寺て
ら

井い　
亮り

ょ
う

祐す
け

甲
南

団

員

鋒ほ
こ

山や
ま　
　

豊ゆ
た
か

甲
南

団

員

阿あ

部べ　
直な

お

斗と

甲
南

団

員

平ひ
ら

野の　
裕ひ

ろ

樹き

甲
南

団

員

村む
ら

山や
ま　
雅ま

さ

彦ひ
こ

甲
南

班

長

清し

水み
ず　
功よ

し

典の
り

甲
賀

団

員

窪く
ぼ

﨑ざ
き

広こ
う

二じ

郎ろ
う

甲
賀

団

員

澤さ
わ

井い　
利と

し

彦ひ
こ

甲
賀

団

員

奥お
く

田だ　
幹も

と

史し

甲
賀

班

長

北き
た

澤ざ
わ　
　

学ま
な
ぶ

甲
賀

団

員

廣ひ
ろ

瀨せ　
浩こ

う

次じ

甲
賀

班

長

今い
ま

澤ざ
わ　
幹み

き

生お

信
楽

団

員

和わ

田だ　
裕ひ

ろ

貴き

信
楽

団

員

中な
か

西に
し　
一い

っ

平ぺ
い

信
楽

団

員

中な
か

嶋じ
ま　
龍り

ゅ
う

司じ

信
楽

団

員

山や
ま

本も
と　

　

亮り
よ
う

信
楽

団

員

赤あ
か

木ぎ　
一い

つ

行こ
う

信
楽

京
都
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表
彰

副
団
長

奥お
く

田だ　
琢た
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也や

本
団
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県
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防
協
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長
表
彰
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続
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お

木き　
宗そ

う
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ち

本
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滋
賀
県
消
防
協
会
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彰�

�
�

20
年
勤
続
章　
5
人

滋
賀
県
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防
協
会
長
表
彰�

�
�

10
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勤
続
章　
60
人

滋
賀
県
消
防
協
会
長
表
彰�

�
�

精
励
章
（
銅
章
）　
52
人

滋
賀
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消
防
協
会�

�
�

甲
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域
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表
彰
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績
章　
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賀
県
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防
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甲
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支
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表
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続
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人

市
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ゅ
う

司じ
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績
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人

市
長
表
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人
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長
表
彰

　
技
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章

団
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福ふ
く

井い　
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ろ
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甲
南
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さ
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南
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ょ
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鋒ほ
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豊ゆ
た
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団
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阿あ

部べ　
直な

お
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団

員
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ら
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ま　
雅ま

さ
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甲
南

❖

式
典
で
感
謝
状・表
彰
状
を
受
け
ら
れ
た
主
な
方
（々
敬
称
略
）

▲消防団による分列行進

▲

甲南方面隊の一斉放水

▲

女性消防隊による防災おにぎりデーの啓発
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所得税の確定申告・住民税申告相談日をチェック
　各地域に次の日程で相談日を設けましたので、申告会場をご利用ください。

　受付時間　午前の部：９時～11時30分　午後の部：13時～16時
� 会場�

�

受付日　　　　

水口 甲南 甲賀 土山 信楽
水口社会福祉　　　　　

センター 
１階　福祉ホール

甲南第一地域市民
センター 

２階　大会議室

甲賀大原地域市民
センター 

２階　会議室

土山開発センター 
２階 

研修室2A・2B

信楽開発センター 
１階　大集会室

２月16日（金）

申告相談日

申告相談日
※�2/16（金）〜2/22�
（木）は開催して
いません。 ※�2/16（金）〜2/27

（火）は開催して
いません。

申告相談日
２月19日（月）
２月20日（火）
２月21日（水）
２月22日（木）
２月23日（金）

申告相談日 ※�2/23（金）〜3/6
（火）は開催して
いません。

２月26日（月）

※�2/26（月）〜3/7
（水）は開催して
いません。

２月27日（火）
２月28日（水）

申告相談日

３月  1日（木）
３月  2日（金）
３月  5日（月）
３月  6日（火）

※�3/6（火）〜3/15�
（木）は開催して
いません。

３月  7日（水）

申告相談日３月  8日（木）

申告相談日
※�3/8（木）〜3/15�
（木）は開催して
いません。

３月  9日（金）
３月12日（月）
３月13日（火） ※�3/13（火）〜3/15�

（木）は開催して
いません。

３月14日（水）
３月15日（木）

○�今年の申告から地区、学区割を指定していません。各地域において、初日から数日間は大変な混雑が予想されますので、ご了承ください。

○上記の申告会場では、平成30年１月１日現在、甲賀市に住民登録のある方のみ。

○下記の申告については、水口税務署の申告会場（水口社会福祉センター福祉ホール）で申告してください。

・譲渡所得（土地や株式を売ったときの所得）のある方
・住宅借入金等特別控除を初めて申告する方
・事業（農業･営業等）による合計収入金額が1,000万円以上の方

・雑損控除を受ける方
・�青色申告、消費税の申告、平成28年分までの確定申告、� �

死亡された方の申告（準確定申告）
・その他複雑な内容の申告

○前年中に収入がない方は、市ホームページに住民税申告書の様式があります。必要事項をご記入の上、税務課まで提出してください。

〇申告会場の開設期間中は、水口税務署庁舎内には申告書作成会場を設けていません。

◉還付申告会場のご案内
　�年金受給者および給与所得者※の方を対象に、還付申告会場を開設します。

　※�収入が「給与のみ」・「年金のみ」・「給与と年金のみ」の方が対象� �
�（他の所得がある方は、還付申告会場では対応していません。）

開設期間 会場 開設時間

２月13日（火）～
15日（木）

水口社会福祉センター
福祉ホール

９時30分～12時
13時～16時

※�お越しの際には、必要書類（源泉徴収票等）、本人確認書類、筆記用具、電卓、
印鑑等�（昨年確定申告された方は申告書の控え）をご持参ください。

申告相談時のお願い
◎�申告相談会場は、かなりの混雑

が予想されます。国税庁のホー
ムページから、インターネット
申告（e-Tax）をご利用いただけ
ます。ぜひ、ご活用ください。

◎�昨年の確定申告書および収支
内訳書の控えをお持ちの方は、
申告相談に持参してください。

◎�駐車場の台数が限られていま
すので、できるだけ公共交通
機関でご来場ください。

　　　�〈住民税（市県民税）について〉　税務課 市民税係　TEL 69-2128　FAX 63-4574
　　　〈所得税について〉　水口税務署　TEL 62-0314（自動音声により案内）

問合せ

〔水口税務署からのお知らせ〕

市
賀
甲

長
宛市

長
へ
の
手
紙

（
受
取
人
）

5 2 8 8 7 9 0

下記のとおり封筒を作ってください。
①キリトリ線に沿って切り、中央を山折りにしてください。
②のりしろにのりをつけて貼り合わせてください。
③切手は貼らずにそのままポストへ投函してください。

（山折り）

料金受取人払郵便

水口支店承認

地
番
三
五
〇
六
口
水
町
口
水
市
賀
甲

差出有効期間
平成31年6月
30日まで
切手を貼らずに
お出しください

リ

ト

リ

キ

リ

ト

リ

キ

リ

ト

リ

キ

リ

ト

リ

キ

ろ

し

り

の

ろ

し

り

の

の り し ろ

リ

ト

リ

キ

リ

ト

リ

キ

皆さんのご意見をお寄せください
まちづくりに関して広く

市長への手紙

34

　まちづくりの主役は市民の皆さんです。行政だけで
はなく、市民の皆さんとともにオール甲賀でまちづく
りを進めることが大切です。子どもから高齢者まで、
誰もが健康でいきいきと活躍できるまちをつくるた
め、ご意見やご提言をいただく「市長への手紙」をお待
ちしています。
　いただいたお手紙は市長が読ませていただき、ご記
名いただいた方には返信します。「市長への手紙」は、
このページの用紙を切り取っていただくか、広報課や
各地域市民センター等にも置いていますので、ご利用
ください。

　　　 広報課 広報広聴係�  
　　　 TEL 69-2101　 FAX 63-4619

問合せ

平成30年2月1日

●
支
給
対
象�

�

　
２
月
１
日
現
在
で
市
内
に
引
き
続
き
１
年
以
上
お

住
ま
い
の
方（
住
民
登
録
が
あ
る
方
）で
、
平
成
30
年

４
月
に
小
学
校
、
中
学
校
に
入
学
さ
れ
る
児
童
を
養

育
し
て
い
る
ひ
と
り
親
家
庭
、
も
し
く
は
父
母
に
か

わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
。

●
申
請
期
間　
２
月
１
日（
木
）～
28
日（
水
）�

�

※
期
間
後
の
申
請
は
で
き
ま
せ
ん

●
申
請
場
所�

�

　

子
育
て
政
策
課（
市
役
所
２
階
）、
旧
支
所
で
あ
る
土

山
、甲
賀
大
原
、甲
南
第
一
、信
楽
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー�

※�

受
付
時
間
は
、
８
時
30
分
～
17
時
15
分�

�

（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

●
支
給
額　

�

小
学
校
入
学	

５
，０
０
０
円�

�

中
学
校
入
学	

１
０
，０
０
０
円

●
支
給
日　
3
月
30
日（
金
）予
定

※
対
象
者
へ
の
個
別
通
知
は
行
い
ま
せ
ん
。

※�

支
給
要
件
等
詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
　
　

 

子
育
て
政
策
課 

子
育
て
政
策
係�

 

　
　
　

 

TEL

６
９-

２
１
７
６　
FAX

６
９-

２
２
９
８

問合せ

入
学
支
度
金
の
手
続
き
を
忘
れ
ず
に 

ひ
と
り
親
家
庭
等
入
学
支
度
金
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２月17日（土）～３月３日（土）
伊賀市上野本町通り周辺
伊賀鉄道「上野市駅」下車すぐ

【問い合わせ】 伊賀市観光戦略課　TEL. 0595-22-9670

～城下町をおひなさんで彩る～
伊賀上野・城下町の
おひなさん

ところ
と　き

アクセス

伊賀市

となりまち

伊賀市 い 甲賀市
 こ

亀山市 か

情報交流広場
い

こ
か

　「伊賀上野・城下町のおひなさん」は、「観る」
「食べる」「体験する」の３つのテーマで開催します。

　「観る」では、町家や商店などに新旧さまざま
なひな人形を飾り、国史跡旧崇広堂には、伊賀焼で作られたおひなさん
約 200 点と伊賀くみひもで作られたおひなさん約 10 点を展示します。
　「食べる」では、雛見茶会のほか、ひな祭りをテーマにしたランチメニュー
やお菓子の販売などがあります。
　「体験する」では、「こどもなりきりおひなさま」やおひなさんの製作体験、
クイズ＆スタンプラリーのほか、「伊賀ぶらり体験博覧会 いがぶら」を期間
限定で「ひなぶら」として開催します。（いがぶら公式ウェブサイトで要予
約 ※先着順）

　東海道「亀山宿」と「関宿」の街道沿いに、愛ら
しいおひなさまが飾られます。2月10日（土）には
オープニングセレモニーとして、関宿足湯交流
施設でぜんざいのふるまいがあります。
　期間中は、各宿に設置された手形スタンプを集
め、抽選で素敵な商品が当たる「東海道のおひな
さまスタンプラリー」や多彩なイベントが満載です。

２月10日（土）～３月４日（日）
亀山宿…本町～布気町
関宿…関町木崎～関町新所
亀山宿…JR亀山駅下車北へ徒歩約10分、
関宿…JR関駅下車北へ徒歩５分

【問い合わせ】 東海道のおひなさま亀山市・関宿
実行委員会（亀山市観光協会内）
TEL.0595-97-8877
市民文化部関支所観光振興室
TEL.0595-96-1215

と　き
ところ

アクセス

亀山市
東海道のおひなさま
亀山宿・関宿
～ひな人形を訪ねてまち歩き～

東海道のおひなさま
亀山宿・関宿
～ひな人形を訪ねてまち歩き～

気な元
I N T E R V I E W

平成30年2月1日 平成30年2月1日

駅
伝
に
つ
い
て

山
中

：

駅
伝
の
練
習
は
大
変
で
し
た
が
、周
り
に
仲
間

が
い
て
く
れ
た
お
か
げ
で
乗
り
越
え
ら
れ
ま
し
た
。県

代
表
に
選
ば
れ
た
時
は
う
れ
し
か
っ
た
反
面
、自
分
に

走
れ
る
か
な
と
い
う
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、当
日
は

い
つ
も
の
自
分
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
走
り
ま
し
た
。先

輩
た
ち
が
大
切
に
つ

な
い
で
き
て
く
れ
た

た
す
き
を
次
に
届
け

る
こ
と
が
で
き
て
よ

か
っ
た
し
、今
回
自
己

ベ
ス
ト
を
更
新
す
る

こ
と
も
で
き
、本
当
に

う
れ
し
い
で
す
。

石
田

：

駅
伝
は
一
つ
の
た
す
き
を
み
ん
な
で
つ
な
ぐ
の

が
魅
力
。中
学
校
駅
伝
の
全
国
大
会
は
他
チ
ー
ム
の
レ

ベ
ル
が
高
く
、と
て
も
苦
し
か
っ
た
で
す
が
、離
さ
れ

な
い
よ
う
に
次
へ
つ
な
ご
う
と
い
う
思
い
で
走
り
切

り
ま
し
た
。全
国
女
子
駅
伝
は
、大
会
直
前
に
足
の
具

合
が
悪
く
な
り
、当
日
は
出
場
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

な
ぜ
こ
ん
な
時
に
…
と
、と
て
も
悔
し
か
っ
た
で
す

が
、 

チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
が
ベ
ス
ト
な
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
で
走
れ
る
よ
う
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。

今
後
の
目
標

山
中

：

来
年
も
県
代
表
の
チ
ー
ム
に
入
れ
る
よ
う
が

ん
ば
り
ま
す
。そ
し
て
落
ち
着
い
た
レ
ー
ス
展
開
の
で

き
る
強
い
選
手
に
な
り
た
い
で
す
。

石
田

：

来
年
は
絶
対
県
代
表
と
し
て
走
り
、チ
ー
ム
に

貢
献
し
た
い

で
す
。も
ち

ろ
ん
水
口
中

の
全
国
大
会

出
場
も
め
ざ

し
ま
す
。

思 い を
込 め て
たすきつなぐ

今回は、１月に行われた
天皇杯第23回全国男子駅
伝に県代表として出場さ
れた山中さんと、皇后杯
第36回全国女子駅伝に県
代表として選出され、全
国中学校駅伝大会（昨年
12月）に県代表である水
口中学校メンバーとして
出場された石田さんにお
話を伺いました。

▲��力走する石田さん（右）� �
（全国中学校駅伝大会）

　甲賀市成人式が１月７日、あいこうか市民ホールで

開催され、768人の新成人が参加しました。

　新成人を代表して、藤
ふじ

森
もり

海
かい

さんと藤
ふじ

丸
まる

結
ゆ

以
い

さんが「甲

賀市で成人式を迎えられたことに感謝し、成人として

の自覚と決意を心に刻んで、これからの人生を歩んで

いきます」と誓いの言葉を述べました。

　会場は、色鮮やかな振袖や紋付袴、真新しいスーツ

に身を包んだ新成人の喜びの笑顔であふれていました。

多羅尾小学校のクラブ活動では、タラオカントリー

クラブやデイリー信楽カントリー倶楽部の施設を借用

し、レッスンプロが直接指導を行うゴルフ教室が行わ

れています。

市内には20カ所を超えるゴルフ場があり、児童にも

身近にあるゴルフに親しむとともにマナー等も学ぶこ

とを目的に実施されています。

児童たちは、レッスンプロからの構え等技術指導を

真剣に聞きながら、一球一球狙いを定めて打っていまし

た。

お茶の淹れ方教室が１月18日、希望ケ丘小学校で行

われ、３年生の児童約100人がお茶について学びました。

この教室は、子どもたちに茶の歴史や魅力を知って

もらおうと、滋賀県茶業会議所と市が共催して、市内の

各小学校で行っています。

児童たちは、急須を使ってお茶を淹れたり、煎茶・

ほうじ茶・玄米茶の香り・色・味を比べたりしてお茶

に親しみました。試飲をした児童は「同じ茶葉から違う 

色 や 味 のお 茶

ができるなんて

びっくり」とお

茶についての新

しい発見があっ

たようです。

　　市内の中学２年生20人が、１月５日から13日ま
での間、市の姉妹都市である米国ミシガン州３市（デ
ウィット市、マーシャル市、トラバースシティ市）へ派
遣されました。
　この事業は、市の中学生が国際感覚を身に付け、異
文化を理解・尊重することの大切さを学ぶために実施
されています。
　生徒たちは、各市に分かれてホームステイをしなが
ら現地の生活を
体験したり、中
学校の授業に参
加したりと、と
ても貴重な時間
を過ごしました。

アメリカで異文化交流 二十歳の誓い

レッスンプロが直接指導茶の香り・色・味くらべ

〜ミシガン州中学生国際交流事業〜 〜甲賀市成人式〜

〜多羅尾小学校 クラブ活動〜〜お茶の淹
い

れ方教室〜

誓いの言葉を
述べる
藤丸さん（右）
と藤森さん

▲

まちの説明を聞く
生徒たち

▲

レッスンプロに
指導を受ける

児童

▲

急須を使って、
まわしつぎを行う
児童

▲

３年  山
や ま

中
な か

 博
ひ ろ

生
き

さん（右）　２年  石
い し

田
だ

 遥
は る

花
か

さん（左）

水口中学校　陸上部

▲�本番に向け練習に励む山中さん
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平成30年2月1日 平成30年2月1日

まちを守る 安心をつくる 消防団
　消防団員とは、「自らの地域は自らで守る」という精神に基づき、
普段はさまざまな仕事に就いている市民が、地域で災害が発生し
た際には、消防職員とともに活動する非常勤特別職の地方公務員
です。
　消防団の活動は、火災現場での活動のほかにも、地域における
防災訓練やさまざまな広報活動、お祭りにおける警備など、私た
ちの身近なところで地域防災に貢献しています。
　近年では、女性の消防団員による平常時の救命講習の指導や子
どもたちに対する防災教育への参加なども活発になってきていると
ともに、平成28年４月１日現在では、大学生や専門学生などの学
生団員約3,300人が全国各地で活躍されているなど、女性や若い
方も消防団活動に参画されています。
　皆さんも、この機会に、私たちの身近で地域の安心と安全を守
る消防団の活動に対する理解を深めるとともに、「まちを守る。安
心をつくる。」消防団の活動に積極的に参加しましょう。

問合せ 人権推進課 人権教育室　 TEL 70-0022　 FAX 70-3016

　パソコンやスマートフォンなどの普及により、誰もが

手軽に情報を収集したり、発信したりすることができる

ようになりました。その反面、他人の個人情報を暴いた

り、個人を誹謗中傷したり、部落差別、障がい者差別や

外国人差別に関わる差別的な書き込みをするなどのイン

ターネットを悪用した人権侵害が頻繁に発生しています。

　このようなインターネット上の人権侵害をなくすため

に、私たち一人ひとりが次のようなことに取り組みま

しょう。

もっとゆたかに　〜豊かな人権文化の創造に向けて〜

インターネット社会と人権

問合せ
生活環境課 防犯交通対策係
TEL 69-2143　 FAX 63-4582

問合せ
甲賀広域行政組合 消防本部 通信指令課
TEL 62-0119　 FAX 62-3666
Ｅメール　fd-tsushin@koka-koiki.jp
組合ホームページ：http://www.koka-koiki.jp

全座席のシートベルト・チャイルドシートの
正しい着用の徹底
　「シートベルトを着用していれば助かった」と思われ
る事故が発生しています。
　後部座席のシートベルトについても着用は義務化さ
れています。
　運転者は自身のシートベルト着用とともに、同乗者
がシートベルト・チャイルドシートを着用しているか確
認しましょう。
　同乗者は、前席も後部座席もシートベルトを必ず着
用しましょう。６歳未満の幼児を車に乗せる時は、体
格に合ったチャイルドシート等を正しく使用し、大切な
子どもの命を守りましょう。

市内における交通（人身）事故発生状況
本年 前年 増減数 12月中

発生件数 261 件 268 件 ー 7件 25件

死者数 5人 8人 ー 3人 0人

負傷者数 312 人 313 人 ー 1人 31人

（平成29年12月末現在）

火災 救急 救助 その他
甲賀市 44件 3611 件 65 件 251 件
前年比 ー 20件 ＋ 49 件 ＋ 5 件 ＋ 17 件

（平成29年12月末現在）

甲賀消防管内における各種災害の発生件数

２
月
10
日（
土
）～
14
日（
水
）開
催

都
あ
か
り
外
伝
「
都
の
恋
和
歌
」

　
『
都
あ
か
り
』
は
、
今
ま
で
ず
っ
と
紫

香
楽
宮
跡
関
連
史
跡
を
守
っ
て
こ
ら
れ
た

方
へ
の
感
謝
を
伝
え
、
次
世
代
に
も
史
跡

を
大
事
に
し
て
い
こ
う
と
い
う
気
持
ち
を

繋
げ
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
地
元
有
志
が

手
作
り
で
行
っ
て
い
る
灯
り
の
イ
ベ
ン
ト

で
す
。

　
『
都
の
恋こ

い

和う

歌た

』
は
、そ
の
『
都
あ
か
り
』

の
外
伝
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
紫
香
楽
宮
跡

関
連
史
跡
を
よ
り
多
く
の
人
に
知
っ
て
も

ら
お
う
と
２
０
１
５
年
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
今
年
も
２
月
10
日（
土
）～
14
日（
水
）

に
新
名
神
高
速
道
路
信
楽
Ｉ
Ｃ
付
近
の
隼

人
川
み
ず
べ
公
園
で
開
催
さ
れ
、
毎
年
バ

レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
の
時
期
に
行
わ
れ
る
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
『
び
わ
湖
灯
り
絵
巻
』

と
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
企

画
と
な
り
ま
す
。

　

紫
香
楽
宮
が
あ
っ
た
奈
良
時
代
は
、
恋

愛
に
は
和
歌
が
欠
か
せ
な
い
も
の
で
し

た
。
き
っ
と
紫
香
楽
宮
に
移
っ
た
貴
族
た

ち
も
和
歌
の
や
り
と
り
で
日
常
の
恋
愛
を

楽
し
ん
で
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

イ
ベ
ン
ト
会
場
で
は
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
の
光
で
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
の
夜
を
演

出
し
ま
す
。

今
年
は
２
つ
の
特
別
コ
ラ
ボ
企
画

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
今
ま
で
に
な

い
特
別
な
企
画
が
２
つ
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
１
つ
め
は
、
２
０
１
７
年
夏
に
行

わ
れ
た
展
覧
会
の
題
材
『
え
ん
と
つ
町
の

プ
ペ
ル
』
を
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
あ
げ
ま
す
。
プ
ペ

ル
に
感
動
し
た
地
元
の
人
た
ち
が
ど
ん
な
空
間
を
作

り
上
げ
る
の
か
楽
し
み
で
す
。

　

２
つ
め
は
、
滋
賀
県
を
題
材
に
し
た
大
ヒ
ッ
ト
コ

ミ
ッ
ク
『
曇
天
に
笑
う
』
の
実
写
映
画
化
を
記
念
し

た
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
県
内
９
カ
所
で
同
時
開
催
さ
れ
て
い
る
イ

ベ
ン
ト
の
１
つ
の
会
場
と
し
て
信
楽
の
隼
人
川
み
ず

べ
公
園
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

幻
想
的
な
空
間
が
広
が
る
イ
ベ
ン
ト

　

今
年
で
３
回
目
に
な

り
ま
す
が
、
年
々
進
化

し
続
け
て
い
る
こ
の
イ

ベ
ン
ト
。
地
元
の
有
志

の
人
た
ち
だ
け
で
作
り

上
げ
た
と
は
思
え
な
い

ほ
ど
幻
想
的
な
空
間
が

公
園
い
っ
ぱ
い
に
広
が

り
ま
す
。

　

冬
は
、
寒
い
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
信
楽

で
す
が
、
だ
か
ら
こ
そ

星
や
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
が
綺
麗
に
見
え
る
環

境
が
あ
り
ま
す
。
寒
い

季
節
に
な
り
ま
す
の

で
、
暖
か
く
し
て
皆
さ

ん
お
越
し
く
だ
さ
い
。

歴
史
ロ
マ
ン
に
思
い
を
馳
せ
る�

�

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト

▲えんとつ町のプペル
▲願いを込めた灯ろう

▼昨年開催の「都の恋和歌」のイルミネーション

　

今
回
は
、
星
が
最
も
き
れ
い
に
見
え
る
冬
に
行
わ
れ
る�

�

灯
り
の
イ
ベ
ン
ト
『
都
の
恋こ

い

和う

歌た

』
を
紹
介
し
ま
す
。

問合せ
（公社）びわこビジターズビューロー

TEL 077-511-1530　FAX 077-526-4393

⃝�ネット社会の危険性を学び、ルールや法律を守って
利用すること

⃝正しい情報や必要な情報を選別すること

⃝人を傷つけるような情報を発信しないこと

⃝差別につながる排他意識や忌避意識を問い直すこと
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病院・施設お迎え　もしも・・・の時に
甲賀斎苑ご利用でのご葬儀
　　　　　　　自宅ご葬儀も承ります

かふか（甲南・甲賀）セレモニーホール
（株）水口福祉社 TEL62-3055
本社　甲賀市水口町高塚8-1　FAX 62-3127

あいこうか薬局

自分らしく 健康長寿

甲賀市水口町松尾830-2　☎0748-65-6636

平成30年2月1日 平成30年2月1日

Dance Recital 2018 
in A

あ い の つ ち や ま

INOTUCHIYAMA
催し

■日時：�３月４日（日）� �
13時30分開演（13時開場）

■場所：�あいの土山文化ホール

■内容：�キッズダンスステージとゲストの
スタイルジャズ&ボーカル、ヒッ
プホップ、ブレイクなど

■出演者�：つちやまジュニアダンススクー
ル、Dance studio gato

【ゲスト】�K
キ ッ ク

I€K A
ア ス

$$、€
ク レ イ

ray M
モ フ

F、�
　　　 o

オ リ ジ ネ イ テ ィ ブ

riginative、木
き

村
むら

綾
あや

女
め

&A
あ お い

OI、�
　　　 伊

い

藤
とう

由
ゆ

利
り

子
こ

&紅
くれ

葉
は

【MC】A
あ り さ

LISA

■入場料�：500円　� �
※全席自由・３歳以下無料� �

（お席が必要な場合は有料）

■プレイ�ガイド：あいの土山文化ホール、
あいこうか市民ホール、忍の里�
プララ

　　　 あいの土山文化ホール（月曜休館） 
　　　 TEL 66-1602　 FAX 66-1603

問合せ
申込み

なつかしのふれあい体験
教室「フジかごづくり」

催し

■日時：�３月４日（日）10時～ 12時　　
■場所：�甲南ふれあいの館
■対象：�小学生〜大人� �

（小学生は保護者同伴）
■定員：�先着15人
■参加費：200円
■申込方法：電話かＦＡＸで下記まで
　　　 甲南ふれあいの館�  
　　　 （月火休館・10時～ 17時）�  
　　　 TEL / FAX 86-7551

問合せ
申込み

第６７回 
信楽中央病院 健康塾

催し

■日時：２月21日（水）14時～ 16時
■場所：信楽保健センター １階
■内容：�「乳がん・更年期」� �

たった１日の健診があなたの人生
を変える

■定員：約20人
■参加費：無料
■申込方�法：電話・ＦＡＸ・直接申込で

下記まで
■申込締切：２月14日（水）
　　　 信楽中央病院	  
　　　 TEL 82-0249　 FAX 82-3060

問合せ
申込み

■日時：�２月14日（水）13時30分～ 16時
30分（受付16時まで）

■場所：�水口納税協会　３階　会議室

■定員：�予約制で先着６人（１人約30分）

■参加費：�無料

　　　 水口納税協会�  
　　　 TEL 62-1151　 FAX 63-0173

問合せ
申込み

税理士による税務相談 相談

■開催日�：２月16日（金）・19日（月）・20日
（火）・21日（水）・22日（木）

■時間：�９時30分〜 16時
■場所：�水口納税協会３階　会議室
■定員：�事前予約制で各日先着10人
■料金：�無料

■方法：�電話で下記まで　※要申込
　　　 上杉会計事務所 上杉恵一�  
　　　 （主催者　近畿税理士会水口支部）

　　　 TEL 62-1231

問合せ
申込み

税理士による確定申告相談 相談

　インターネットの普及により新しい詐欺や
悪徳商法、多重債務、架空請求などの消
費者問題の相談に応じます。

■日時：�２月19日（月）� �
13時30分～ 16時

■場所：�土山地域市民センター
■対応者：消費生活相談員
※申込不要
　　　 生活環境課 消費生活センター�  
　　　 TEL 69-2147　 FAX 63-4582

問合せ

出張消費生活相談 相談

■日時：�３月７日（水）・14日（水）� �
９時30分～ 11時30分（全２回）

■コース：�３月７日（水）　甲南コース� �
（忍の里プララ～成田牧場）� �
３月14日（水）　土山コース� �

（土山体育館～東海道土山宿）
■講師：�市スポーツ指導員
■対象：�市内在住・在勤18歳以上の方
■定員：�先着20人
■参加費：700円（保険料含む）
■申込締切：３月１日（木）
■申込み�先：文化スポーツ振興課・水

口体育館・甲南Ｂ＆Ｇ海洋セン
ター・信楽中央公民館

　　　 文化スポーツ振興課�  
　　　 TEL 69-2249　 FAX 69-2293

問合せ
申込み

ウォーキング教室受講生 募集

■日時：�３月１日（木）、８日（木）、15日（木）、
22日（木）� �
13時30分～ 15時（全４回）

■場所：�水口体育館

■内容：�バスケットボールのドリブルやパ
ス、シュートなど基礎の演習

■講師：�市スポーツ指導員

■対象：�市内在住・在勤18歳以上の方

■定員：�先着10人

■参加費：1,100円（保険料含む）

■申込締切：２月22日（木）

■申込み�先：文化スポーツ振興課・水口
体育館・甲南Ｂ＆Ｇ海洋センター

　　　 水口体育館�  
 　　　TEL / FAX 62-9589

問合せ
申込み

初心者バスケットボール
教室受講生

募集

■日時：�２月25日（日）14時～ 16時30分

■場所：�ホテルピアザびわ湖

■内容：�育休後コンサルタント 山
やま

口
ぐち

理
り

栄
え

さんの講演など

■対象：�産休中・育休中の方、育休から
復帰された方、育休取得予定の
方およびそのパートナー

■定員：�先着50人

■参加費：�無料（無料託児有 先着50人）

■申込方�法：FAXまたは 滋 賀 県 ホ ー ム
ページ「しがネット受付サービス」
からお申し込みください。

■申込締切：�２月15日（木）
　　　 滋賀県庁女性活躍推進課�  
 　　　�TEL 077-528-3770�  

FAX 077-528-4807

問合せ
申込み

仕事と子育ての
両立を応援
“育休後のハッピー・キャリア・
カフェ”

募集

■日時：�２月24日（土）� �
９時～ 12時（受付８時30分～）

■場所：�甲賀広域行政組合消防本部 � �
屋内訓練場

■内容：�成人を対象とした心肺蘇生法、
ＡＥＤの使用方法など

■定員：�先着30人

■対象：�市内在住または在勤の方

■参加費：無料

■申込方法：電話・直接申込で下記まで

■申込締切：２月16日（金）

　　　 水口消防署 救急係�  
　　　 TEL 63-1119　 FAX 63-7941

問合せ
申込み

普通救命講習Ⅰ受講者
～水口消防署～

募集

後期高齢者医療の
医療費通知月が
変わります

お知らせ

　後期高齢者医療をご利用の皆さんに年
３回発行する医療費通知の月を下記のと
おり変更します。

■発行月（年３回発行） ９月・２月・３月

※�なお、対象期間内に医療機関への受診
がなかった場合は、医療費通知は発行
されません。

　　　 保険年金課 後期高齢者医療係�  
　　　 TEL 69-2142　 FAX 63-4618

　　　 滋賀県後期高齢者医療広域連合�  
　　　 TEL 077-522-3013

問合せ

ニワトリやヤギ等を
飼っている方は定期報告を

お知らせ

　牛、豚、鶏などの家畜の所有者は飼養
規模に関わらず、毎年２月１日現在の家畜
飼養状況等を県知事へ報告することが義
務付けられています。� �
　これにより、下記の報告対象家畜を、ペッ
トも含め１頭（羽）以上飼育されている方
は、報告様式（滋賀県家畜保健衛生所ホー
ムページに掲載）に記入して、下記までご
提出ください。また、報告様式の取り寄せ
や不明な点がありましたら下記までお問い
合わせください。

報告対象となる家畜（小規模）やペット
など
⃝牛・水牛・馬
⃝鹿・めん羊・山羊・豚・いのしし
⃝�鶏・あひる・うずら・きじ・ほろほろ鳥・

七面鳥
⃝だちょう

　　　 滋賀県家畜保健衛生所�  
　　　 近江八幡市西本郷町226-1�  
　　　 TEL 0748-37-7511　�  
　　　 FAX 0748-37-4821
　　　 農業振興課 農産係�  
　　　 TEL 69-2193　 FAX 63-4592

提出先

問合せ

夜
よ

空
ぞ ら

旅
た び と

人（天体観望会） 催し

「カノープスをみつけよう！」
（長寿の星のおはなし）
■日時：�２月10日（土）� �

19時30分～ 21時30分
■場所：�かふか生涯学習館
■内容：�天王星、カノープスなどの観望
■定員：先着20人
■申込方法：�電話で下記まで
■申込締切：�２月９日（金）
※天候不良、申込者少数の場合は中止します。
　　　 かふか生涯学習館	  
　　　 TEL 88-4100　 FAX 88-5055

問合せ
申込み

お知らせ延長窓口の集約と休日窓口の臨時開設
P I C K U P

平成３０年４月から
延長窓口が市内１カ所に
　これまで市内５カ所（市役所および土
山・甲賀大原・甲南第一・信楽の各
地域市民センター）で実施していました
延長窓口が４月から市役所１カ所になり
ます。
■開設場所：市役所　市民課
■開設時間：毎週火曜日19時まで
※取扱業務に変更はありません。

3月末・4月始めに
休日窓口を臨時開設
　転勤・就職等により引越しが決まった
ら住民異動届が必要です。休日窓口を
ご利用ください。
■開設場所：市役所　市民課
■開設日�：�３月25日（日）、４月１日（日）
■開設時�間：８時30分〜 17時15分
■業務内�容：転入・転出・転居の手

続き、証明書発行

　　　 市民課　TEL 69-2138　 FAX 65-6338問合せ
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「広報こうか」がホームページでもご覧いただけます

甲賀市ホームページ

甲賀市Facebook
甲賀市HP

http://www.city.koka.lg.jp/

http://www.facebook.com/city.koka Facebook

問い合わせ　市民課　戸籍住民係　TEL.69-2138 FAX.65-6338

　毎週火曜日は市民課および旧支所である土山、甲賀大原、甲南第一、信楽地域市民センターで、戸籍・住民票・
税関係などの証明書発行等を夜の７時まで延長しています。
※ ただし、延長窓口ではお受けできない業務がありますので、対応できる内容については下記までお問い合わせください。

こうかギャラリーこうかギャラリーこうかギャラリーこうかギャラリーこうかギャラリー2月１日号

市内の保育園・幼稚園・小中学校の児童や
生徒の作品を順次紹介していきます。

●総数　 91,413（－45）人
●男　　 45,454（－5）人
●女　　 45,959（－40）人
●世帯数 34,996（＋20）世帯
※(　)内は前月比

甲賀市の人口の推移
H29.12.31現在

2月の延長窓口は
6日、13日、20日、27日です。

　　　 広報課　広報広聴係
　　　 　 69-2101　　 63-4619

問合せ
TEL FAX

「みんなでターザン」
柏木小学校　２年

澤 芽唯さん

「虹色の魚！
カニさんお尋ね中！！」

水口小学校　２年

村上 尚美さん

⬆

⬆

「でっかい おいもが
 とれたぞ！」
伴谷小学校  １年 本間 悠暉さん

⬆

ほんま ゆうき
むらかみ なおみ

さわ め　 い

「甲賀市暮らしの便利帳」
を発行

　市ではこのほど、株式会社サイネックスとの共
同で「甲賀市暮らしの便利帳」を発行しました。
　この便利帳は、市政の概要をはじめ、日々の
暮らしに密接に関係する福祉、健康、医療の窓
口や手続きなどをわかりやすくまとめています。
２月中に市内全戸に順次配布しますので、届きま
したら身近なところでご活用ください。
　便利帳の発行経費は、全て広告収入により賄
われました。広告掲載にご協力いただいた各団
体および事業者の皆様、ありがとうございました。
　なお、便利帳の内容は市ホームページでもご
覧いただけます。

わが街再発見
お祭り・歴史・名所案内

市民のためのライフスタイル
様々な手続き・窓口案内など

心も体も健やかに
身近な医療機関の案内
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